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総社市市民提案型事業

異文化交流会を通じた昭和地区「まちとひと」
の活性化活動

団体名：岡山商科大学
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昭和地区の現状

 著しい人口減少と少子高齢化

 JR伯備線美袋駅・国道180号線・複数の県道が交わるアクセス

 多数の外国人居住者と英語特区

英語特区を活かしたイベント開催！

・物々交換会
・ステージイベント
・出店
・※ホームステイ

昨年度は上記３つを開催しました。
外国人居住者に協力して頂き、昭和地区を異文化交流の場として発
展していきたいと考えています。



3岡山商科大学の強み

①多数の留学生が在籍

中国人：321人

ベトナム人：3人

韓国人：73人

台湾人：9人

カンボジア人：8人

計：418人 県内大学トップの留学生数！

異文化交流を行う上で、留学生からの協力も得ています。

本校の留学生と連携し、異文化交流の活性化を目指しま

す。



4昨年度の様子

①物々交換会

アンケート（昭和地区に関してや地域興しの情
報）を頂く代わりに持って帰ってもらう“シェアリン
グエコノミー”を行いました。

②ステージイベント

外国人の方々に母国の文化を披露して頂きました。
また、ビンゴゲームなど通じて日本人と外国人の交流
を深めました。

③出店

地域の方々が作ってくださった料理や、外国人の
方々が作る母国料理を提供して頂きました。
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今年度の活動

オンラインでのシェアリングエコノミー

新型コロナウイルスによる地域住民の不安
異文化交流会の定期開催に向け、「昭和ぐらし」「おひさま」皆様
とミーティングを行いました。最初は、感染の不安から否定的な意
見が多くありました。

感染対策
そこで今年度は外部との接触を避け、オンラインでのシェアリン
グエコノミーを行うことにしました。私たちはモニター越しから
アンケートを取り、その場にあるモノを持って帰ってもらいます。

来年度へ“繋げる”イベント
今年度は異文化交流の開催が厳しいため、昭和地区の調査を中心
に行います。住民のアンケートや情報を元に、来年度の開催に向け
準備を進めていきます。



6広報活動

①チラシについて

本来であればチラシ配りにて、広報活動を行う予
定でした。しかし、感染リスクや諸事情を踏まえ中
止となりました。

②昭和地区のPV作り

昭和地区の魅力を伝える為のPV作りをしています。
住民の方々の知識や魅力を映像化し、オンラインでの
広報活動を目指しております。



7当日の様子

①交換物の写真

②当日のオンライン中の写真

③住民の方々の写真
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次回への展望

 昭和地区の様々な魅力の発見

 住民の思いを聞き取り

 地元住民ならではの情報

来年度でのイベント開催

・物々交換会
・ステージイベント
・出店
・ホームステイ
・その他

社会情勢や住民の方々の意見を踏まえながらも、異文化交流の定期
開催に向けて活動していきます。


